
開発途上国では、人口増加や経済成長に伴い、インフラ整備の需要と供給に 
大きなギャップが発生している。そのギャップをいかに埋めるか─問題の背景や解消への
ヒントを、政策研究大学院大学教授の家田 仁さんにうかがった。

専門は交通・都市・国土学。著書に『社会インフラ　
メンテナンス学』、『「しぶとい都市」のつくり方：脆弱性
と強靭性の都市システム』、『変貌するアジアの交通・
物流―シームレスアジアをめざして』、『国土の未来―
アジアの時代における国土整備プラン』、『都市再生
―交通学からの解答』（いずれも共著）などがある。
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出典 ： M.Fay & T.Yepes, 2003 より作成
高所得国における平均値を100 として各国の整備レベルを指標化し、
平均値をプロット（低所得国39か国、中所得国50か国、高所得国25か国）
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建設後も存在する需要
途上国の経済成長や都市化などにより、世界的に電力・運輸をはじめ
とするインフラの需要が高まっているが、建設だけでなく維持管理も重
要。整備を終えた国や地域であっても、安全な運用のために多くの投
資が必要となる。

国の発展段階別に見ると、上下水道などの社会インフラに比べて、
電力や運輸など経済活動に関わる分野でより大きなギャップが存在
している。低所得国ではまだ、経済成長のために重要なインフラの
整備が進んでいない状況だ。

地域別に見ると、中国以外の途上国では需要に対して投資額が不
足することが予測されている。特にインドをはじめとする南アジア地域
や、中南米地域で大きなギャップが生じることが試算されている。
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主要地域の都市化率＊の推移予測

備考 ： 2020年以降は推計値
資料 ： United Nations Urbanization Prospectsより経済産業省作成
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途上国で進む都市化
これから都市化が進んでいく開発途上国。都市部へ人が密集し始める
と、人口の急速な増加に対応するため、住居、上下水道、電力といっ
たインフラの需要が増えていく。

＊都市に居住する人口が、総人口に占める割合。
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